
参考資料 No.8 「働き方改革を推進するための関係法律の整備に関する 
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成
三
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十
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参
議
院
厚
生
労
働
委
員
会 

 

政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
べ
き
で
あ
る
。 

一
、
～
十
八
、
（
略
） 

十
九
、
長
時
間
労
働
の
歯
止
め
が
な
い
と
の
指
摘
を
踏
ま
え
、
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
を
導
入
す
る
に
当
た
っ
て
は
、

そ
れ
が
真
に
働
く
者
の
働
き
が
い
や
自
由
で
創
造
的
な
働
き
方
に
つ
な
が
る
制
度
と
し
て
運
用
さ
れ
、
か
つ
そ
の
よ
う
な
制

度
を
自
ら
希
望
す
る
労
働
者
に
の
み
適
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
留
意
し
、
こ
の
制
度
創
設
の
趣
旨
に
も
と
る
よ

う
な
制
度
の
誤
用
や
濫
用
に
よ
っ
て
適
用
労
働
者
の
健
康
被
害
が
引
き
起
こ
さ
れ
る
よ
う
な
事
態
を
決
し
て
許
し
て
は
い
け

な
い
こ
と
か
ら
、
制
度
の
趣
旨
に
則
っ
た
適
正
な
運
用
に
つ
い
て
周
知
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
使
用
者
に
よ
る
決
議
違
反
等

に
対
し
て
は
厳
正
に
対
処
す
る
こ
と
。 

二
十
、
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
の
適
用
労
働
者
は
、
高
度
な
専
門
職
で
あ
り
、
使
用
者
に
対
し
て
強
い
交
渉
力
を
持

つ
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
制
度
の
趣
旨
に
鑑
み
、
政
府
は
省
令
で
そ
の
対
象
業
務
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
対
象



 

 

 

業
務
を
具
体
的
か
つ
明
確
に
限
定
列
挙
す
る
と
と
も
に
、
法
の
趣
旨
を
踏
ま
え
て
、
慎
重
か
つ
丁
寧
な
議
論
を
経
て
結
論
を

得
る
こ
と
。
労
使
委
員
会
に
お
い
て
対
象
業
務
を
決
議
す
る
に
当
た
っ
て
も
、
要
件
に
合
致
し
た
業
務
が
決
議
さ
れ
る
よ
う

周
知
・
指
導
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
決
議
を
受
け
付
け
る
際
に
は
そ
の
対
象
と
さ
れ
た
業
務
が
適
用
対
象
業
務
に
該
当
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
。 

二
十
一
、
前
項
に
お
い
て
届
出
が
受
け
付
け
ら
れ
た
対
象
業
務
に
つ
い
て
、
制
度
創
設
の
趣
旨
に
鑑
み
、
使
用
者
は
始
業
・
終

業
時
間
や
深
夜
・
休
日
労
働
な
ど
労
働
時
間
に
関
わ
る
働
き
方
に
つ
い
て
の
業
務
命
令
や
指
示
な
ど
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い

こ
と
、
及
び
実
際
の
自
由
な
働
き
方
の
裁
量
を
奪
う
よ
う
な
成
果
や
業
務
量
の
要
求
や
納
期
・
期
限
の
設
定
な
ど
を
行
っ
て

は
な
ら
な
い
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
省
令
で
明
確
に
規
定
し
、
監
督
指
導
を
徹
底
す
る
こ
と
。 

二
十
二
、
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
の
対
象
労
働
者
の
年
収
要
件
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
真
に
使
用
者
に
対
し
て
強
い

交
渉
力
の
あ
る
高
度
な
専
門
職
労
働
者
に
ふ
さ
わ
し
い
処
遇
が
保
障
さ
れ
る
水
準
と
な
る
よ
う
、
労
働
政
策
審
議
会
に
お
い

て
真
摯
か
つ
丁
寧
な
議
論
を
行
う
こ
と
。 

二
十
三
、
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
を
導
入
す
る
全
て
の
事
業
場
に
対
し
て
、
労
働
基
準
監
督
署
は
立
入
調
査
を
行
い
、

法
の
趣
旨
に
基
づ
き
、
適
用
可
否
を
き
め
細
か
く
確
認
し
、
必
要
な
監
督
指
導
を
行
う
こ
と
。 



 

 

 

二
十
四
、
今
般
の
改
正
に
よ
り
新
設
さ
れ
る
労
働
時
間
の
状
況
の
把
握
の
義
務
化
や
、
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
に
お

け
る
健
康
管
理
時
間
の
把
握
に
つ
い
て
、
事
業
主
に
よ
る
履
行
を
徹
底
し
、
医
師
に
よ
る
面
接
指
導
の
的
確
な
実
施
等
を
通

じ
、
労
働
者
の
健
康
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
取
り
組
む
こ
と
。 

二
十
五
、
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
の
対
象
と
な
る
労
働
者
の
健
康
確
保
を
図
る
た
め
、
「
健
康
管
理
時
間
」
は
客
観

的
な
方
法
に
よ
る
把
握
を
原
則
と
し
、
そ
の
適
正
な
管
理
、
記
録
、
保
存
の
在
り
方
や
、
労
働
者
等
の
求
め
に
応
じ
て
開
示

す
る
手
続
な
ど
、
指
針
等
で
明
確
に
示
す
と
と
も
に
、
労
働
基
準
監
督
署
は
、
法
定
の
健
康
確
保
措
置
の
確
実
な
実
施
に
向

け
た
監
督
指
導
を
適
切
に
行
う
こ
と
。 

二
十
六
、
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
適
用
労
働
者
や
そ
の
遺
族
な
ど
か
ら
の
労
災
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
労
働
基

準
監
督
署
は
、
当
該
労
働
者
の
労
働
時
間
の
把
握
に
つ
い
て
徹
底
し
た
調
査
を
行
う
等
、
迅
速
か
つ
公
正
な
対
応
を
行
う
こ

と
。 

二
十
七
、
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
に
関
し
、
そ
れ
が
真
に
制
度
の
適
用
を
望
む
労
働
者
に
の
み
適
用
さ
れ
る
こ
と
を

担
保
す
る
た
め
に
は
、
本
人
同
意
の
手
続
の
適
正
な
運
用
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
提
供
さ
れ
る
べ
き
情
報
や
書
面
で
の

確
認
方
法
を
含
め
、
本
人
同
意
に
係
る
手
続
の
要
件
等
に
つ
い
て
指
針
等
に
お
い
て
明
確
に
規
定
す
る
と
と
も
に
、
本
人
同



 

 

 

意
が
適
正
に
確
保
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
決
議
の
届
出
の
際
に
労
働
基
準
監
督
署
に
お
い
て
確
認
す
る
こ
と
。
ま
た
、
使
用

者
に
対
し
て
、
同
意
を
得
る
際
に
は
不
同
意
に
対
し
て
い
か
な
る
不
利
益
取
扱
い
も
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
、
労
働
者
が
同

意
を
撤
回
す
る
場
合
の
手
続
に
つ
い
て
も
明
確
に
決
議
し
た
上
で
、
同
意
の
撤
回
を
求
め
た
労
働
者
を
速
や
か
に
制
度
か
ら

外
す
と
と
も
に
、
い
か
な
る
不
利
益
取
扱
い
も
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
周
知
徹
底
し
、
監
督
指
導
を
徹
底
す
る

こ
と
。 

二
十
八
、
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
に
お
い
て
も
、
使
用
者
の
労
働
者
に
対
す
る
安
全
配
慮
義
務
は
課
さ
れ
る
こ
と
を

踏
ま
え
、
労
働
基
準
監
督
署
は
、
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
適
用
労
働
者
の
健
康
管
理
時
間
の
把
握
・
記
録
に
関
し

て
、
当
該
使
用
者
に
対
し
て
、
適
切
な
監
督
指
導
を
行
う
こ
と
。 

二
十
九
、
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
を
導
入
す
る
に
当
た
っ
て
の
労
使
委
員
会
に
お
け
る
決
議
に
つ
い
て
は
、
そ
の
制

度
創
設
の
趣
旨
に
鑑
み
、
有
効
期
間
を
定
め
、
自
動
更
新
は
認
め
な
い
こ
と
を
省
令
等
に
お
い
て
規
定
す
る
こ
と
。
加
え
て
、

本
人
同
意
に
つ
い
て
は
、
対
象
労
働
者
と
し
て
の
要
件
充
足
を
適
正
に
確
認
す
る
た
め
に
も
、
短
期
の
有
期
契
約
労
働
者
に

お
い
て
は
労
働
契
約
の
更
新
ご
と
、
無
期
又
は
一
年
以
上
の
労
働
契
約
に
お
い
て
は
一
年
ご
と
に
合
意
内
容
の
確
認
・
更
新

が
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
指
針
に
規
定
し
、
監
督
指
導
を
徹
底
す
る
こ
と
。 



 

 

 

三
十
、
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
の
具
体
的
な
実
施
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
事
項
が
省
令
に
委
任
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
委
員
会
審
査
を
通
じ
て
確
認
さ
れ
た
立
法
趣
旨
や
、
本
附
帯
決
議
の
要
請
内
容
を
十
分
に
踏
ま
え
、
労
働
政

策
審
議
会
に
お
け
る
議
論
を
速
や
か
に
開
始
し
、
省
令
等
に
委
任
さ
れ
て
い
る
一
つ
一
つ
の
事
項
に
つ
い
て
十
分
か
つ
丁
寧

な
審
議
を
行
い
、
明
確
な
規
定
を
設
定
す
る
と
と
も
に
、
対
象
事
業
主
や
労
働
者
に
対
し
て
十
分
な
周
知
・
啓
発
を
行
い
、

併
せ
て
監
督
指
導
す
る
労
働
基
準
監
督
官
等
に
対
し
て
も
十
分
な
教
育
・
訓
練
を
行
う
こ
と
。 

三
十
一
、
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
に
関
し
て
、
政
府
は
、
三
年
を
目
途
に
、
適
用
対
象
者
の
健
康
管
理
時
間
の
実
態
、

労
働
者
の
意
見
、
導
入
後
の
課
題
等
に
つ
い
て
取
り
ま
と
め
を
行
い
、
本
委
員
会
に
報
告
す
る
こ
と
。 

三
十
二
、
～
四
十
六
、
（
略
） 

四
十
七
、
働
き
方
改
革
の
実
行
の
過
渡
期
に
お
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
生
活
残
業
を
行
う
従
業
員
が
生
活
困
窮
に
陥
る
こ
と
、
高

度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
の
運
用
の
仕
方
が
必
ず
し
も
適
切
で
は
な
い
こ
と
等
の
問
題
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
本
法
施
行
後
、
労
働
時
間
等
の
実
態
に
つ
い
て
の
調
査
を
定
期
的
に
行
い
、
現
状
を
把
握
し
つ
つ
、
働
き
方
改
革
実

行
計
画
の
必
要
な
見
直
し
を
不
断
に
行
う
こ
と
。 

 

右
決
議
す
る
。 


